
整理番号 2023-1-489

西暦2023年09月07日

新規審査依頼書
倫理審査委員会
　東北大学大学院医学系研究科倫理委員会　委員長　殿

研究責任（代表）者

　　（研究機関名） 災害医療国際協力学分野

　　（所属・職名） 災害科学国際研究所・教授

　　（氏名） 江川　新一 

　下記の研究の実施の適否について、審査を依頼いたします。
記

研究課題 東日本大震災の災害関連死に関する疫学研究

研究の予定期間 研究実施許可日　～　西暦 2028年 03月

研究の区分

□介入あり

■介入なし

□侵襲あり　　□軽微な侵襲あり　　■侵襲なし

ヒトゲノム解析 ■非該当　　□該当

多機関共同研究該当性 ■単機関研究　　□多機関共同研究

（多機関共同研究の場合は以下を記載）

研究代表者

□申請者が研究代表者

□申請者以外が研究代表者

一括審査 □一括審査を依頼する　　　　□一括審査を依頼しない

（多機関共同研究の一括審査を依頼する場合のみ以下を記載）

審査対象機関数等*1 □全部一括審査

□一部一括審査

審査対象機関の

研究体制

□研究機関要件確認書により確認（要件確認書は倫理審査委員会に提出）

□研究機関要件確認書の委員会提出はしないが、審査対象機関が研究実施に必要な体制
を整備していることを研究代表者が確認済み*2

添付資料一覧

資料名 作成年月日 版表示

■ヒトを対象とした医学系の研究、及び臨床応用についての倫理審査申請書　（※自動作成）

■研究計画書 西暦2023年09月01日 第1版

□研究計画書別紙：研究機関一覧*3

□説明文書、同意文書*3

■情報公開文書*3 西暦2023年09月01日

□補償の概要（□説明文書に含む）*3

□医薬品等の概要を記載した書類*3

□安全性情報の取り扱いに関する手順書（□研究計画書に含む）*3

□モニタリングに関する手順書（□研究計画書に含む）*3

□研究機関要件確認書、研究者等リスト*6（機関数：）

■その他*7

宮城県からの資料送付通知書 西暦2023年09月01日

*1：本委員会での審査する研究機関の範囲を記載する。多機関共同研究において、全ての参加機関の一括した審査を依頼する場合は「全部一括審査」を、一部の参
加機関が自機関審査を行うなどにより全ての参加機関の審査を依頼しない場合は「部分一括審査」を選択すること。
*2：一括審査を実施する場合であって、研究代表者が審査対象となる研究機関が当該研究を実施する体制が整備されていることをあらかじめ確認している場合に
チェックする（研究代表者が各機関の要件の確認行うために研究機関要件確認書を使用し、委員会に提出しない場合を含む）。　　　　　　
*3：作成した場合に限る。　　　　*5：複数機関分提出する場合には、記載しない。　
*6：一括審査を行う場合に限る。　　　　*7：該当する資料がある場合には、「その他」をチェックするとともに資料名を記載する。
注）本書式は研究責任（代表）者が作成し、倫理審査委員会委員長に提出する。
注）添付資料一覧は、添付する資料名をチェックするとともに、それを特定するために必要な作成年月日及び（又は）版表示を記載する。



整理番号 2023-1-489

西暦2023年09月07日

研究実施許可申請書
研究実施機関の長
　東北大学大学院医学系研究科長　殿

研究責任者

　　（所属・職名） 災害科学国際研究所・教授

　　（氏名） 江川　新一 

　下記研究の実施についての許可を得たいので、関係書類を添えて申請します。
記

研究番号*1

研究名称 東日本大震災の災害関連死に関する疫学研究

審査を依頼した

倫理審査委員会

■「内部設置」倫理審査委員会*2　　　　□「外部設置」倫理審査委員会

許可申請事項

■審査依頼書と同時に申請（※「内部設置」倫理審査委員会の場合に限る）

□審査結果通知書（）のとおり（※本書作成時に審査済）

＜以下に該当する場合＞

□既に実施中の研究に本学が追加（＝本学を施設追加）

□研究は継続するが本学における研究は終了（＝本学を施設削除）

□その他

情報公開文書 ■学内に提示の必要性あり　　　　□学内に提示の必要性なし

（「外部設置」倫理審査委員会での審査時のみ以下を記載）

倫理審査委員会名称等
委員会名：

委員会連絡先（メール）：

□「確認済倫理委員会リスト」*3に掲載　　　　□未掲載

研究の区分

□臨床研究法に基づいて実施する研究ではない

□介入あり

□介入なし

□侵襲あり　　□軽微な侵襲あり　　□侵襲なし

ヒトゲノム解析 □非該当　　□該当

多機関共同研究 □非該当

□該当

*1：研究登録を行った場合はjRCT番号又はUMIN番号を記載する（介入研究は登録必須、非介入研究は努力義務）。新規申請時は記載不要。
*2：内部設置倫理審査委員会とは、東北大学大学院医学系研究科倫理委員会、東北大学病院臨床研究倫理委員会、東北大学歯学研究科研究倫理委員会、東北大学東
北メディカル・メガバンク機構倫理委員会を指す。
*3：「確認済倫理委員会リスト」は、星陵地区の研究機関の長が確認した「適切な審査体制を有している委員会」のリストであり、当該リストに記載の倫理審査委
員会の承認をもって研究の倫理的・科学的妥当性が審査済みであると判断する。
注）本書式は、「研究の開始」や「研究計画書等の変更」など、研究機関の長の許可の必要な場合に作成する。重篤な有害事象報告や研究の進捗報告について
は、報告事項提出書を作成し研究機関の長への報告を行う。
注）本書式は、倫理審査委員会での承認を得た後に、研究責任者が作成し、研究実施機関の長に提出する。ただし、東北大学に所属する研究者が内部設置倫理審査
委員会にて審査を行う場合に限り、当該委員会への審査依頼（新規審査依頼書、変更審査依頼書）ともに作成することを妨げない。



西暦2023年09月07日

研究者等リスト
倫理審査委員会
　東北大学大学院医学系研究科倫理委員会　委員長　殿

研究責任者

　　（研究機関名） 災害医療国際協力学分野

　　（所属・職名） 災害科学国際研究所・教授

　　（氏名） 江川　新一 

　下記の研究において、下に示す者を研究者等として申請いたします。

記

研究課題
東日本大震災の災害関連死に関する疫学研究

研究責任者・研究者等の氏名、及び利益相反に関する確認状況、教育・研修記録

役割 氏名 所属又は職名 利益相反状況*1
教育・研修

内　容*2 受講日*3

  研究
 責任者

江川　新一 災害医療国際協力学分
野
教授

■確認済
■機関内開催研修
会
□e-learning
□その他

2023/05/16

 研究者 佐々木　宏之 災害医療国際協力学分
野
准教授

■確認済
■機関内開催研修
会
□e-learning
□その他

2022/12/28

 研究者 坪井　基浩 災害医療国際協力学分
野
東北大学医学系研究科
医科学専攻（博士課
程）

■確認済
■機関内開催研修
会
□e-learning
□その他

2023/07/07

 研究者 ＰＡＲＫ　ＨＹＥ
ＪＥＯＮＧ 

災害医療情報学分野
助教 ■確認済

■機関内開催研修
会
□e-learning
□その他

2023/07/07

特記事項*4

*1：利益相反状況の確認は、所属機関の利益相反管理の方針に従うこと。なお、所属機関において倫理審査委員会審査後に利益相反の確認を行う場合は、その旨を
特記事項に記載すること。（当該利益相反確認において研究計画書及び説明文書等への利益相反状況の記載が必要とされた場合は、別途変更手続きを行う必要があ
る。）
*2：教育・研修の形態としては、各々の研究機関内で開催される研修会や、他の機関（学会等を含む。）で開催される研修会の受講、e-learning（例：ICR-
Web、臨床試験のためのe-Training center、eAPRIN）などが考えられる。なお、教育・研修の内容は、受講者全てに画一的なものとする必要はなく、その業務内容
に応じた適切なものとすることが望ましいため、適当かどうかも含めて研究責任者が判断する。
*3：少なくとも年に１回程度は教育・研修を受けていくことが望ましい（「生命・医学系指針 第４の２ ガイダンス」参照）。
*4：申請にあたり、特記事項があれば記載する。特記事項の例として、利益相反確認が審査後であるなどが考えられる。
注）利益相反に関する書類、教育記録は保管し、倫理審査委員会が必要とした場合は提出する。


	新規審査依頼書
	研究実施許可申請書
	研究者等リスト
	研究計画書
	情報公開文書
	自己チェックシート
	新規申請用 新指針チェックリスト
	その他（20230901 宮城県からの送付状.pdf）
	その他（20230901 審査手数料確認シートⅠ（様式）20201125.docx）



